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＜論文審査結果の要旨＞ 

タンパク質フォールディング問題はファネル型のエネルギー地形を考えることで本質的に

は解決されているが、バースト相の実態の解明は残された重要な問題のひとつである。溶液の

高速混合やレーザー温度ジャンプなど観測装置の開発により問題点を明らかにしようとする

試みもあるが、観測プローブが限定されるなど問題点も多い。本論文で用いられたゲルに封入

して反応自体を減速する手法は、汎用的な観測プローブにより反応が追跡できる点で優れてお

り、革新的な手法である。速度が遅くなるのであるから当然ゲルへの封入は反応に影響するは

ずだが、本論文は多数のタンパク質に用いることで、どのような影響があるのか明らかにして

いる。タンパク質のフォールディングのバースト相に限定するなら、ゲル封入の影響という欠

点を上回るだけの新規の知見が得られている。この手法を用いた研究が今後も多くの研究者に

利用されるならば、手法の限界と有用性が明らかとなっていき、この手法の応用がさらに加速

されると期待される。 

本論文の一部がすでに権威ある査読制度を有する下記の学術雑誌２編に掲載されている事

実は本論文の研究成果が国際的にも評価されている事を示しており、本論文は博士（工学）の

学位論文として十分な価値を有するものと認める。 
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